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彦根市下水道事業の経営計画の策定およびその他重要な事項について（答申）

彦根市上下水道事業審議会条例第２条の規定に基づき、 令和６年（２０２４年）７月３０日付け

彦上下総２第３５号で諮問のあった「彦根市下水道事業の経営計画の策定およびその他重要

な事項について」は、当審議会において慎重に審議を重ねた結果、下記のとおり答申いたし

ます。

記

１

　

はじめに

　

彦根市の公共下水道は、河川や琵琶湖の良好な環境の回復・保全と市民の快適な生活環境

の創造を目的として昭和５６年度に事業へ着手し、平成３年４月に一部供用を開始して以降、
整備を鋭意進めてきた結果、 令和６年度末現在の人ロ普及率は８９，８％、 水洗化率は９１，６％

と一定の成果が見られる一方で、 未整備地域の早期解消が引き続き課題となっている。

　

こうした中、 本市下水道事業では、 現在「彦根市公共下水道事業・第６期経営計画」 およ

び「彦根市下水道事業経営戦略」 に基づき事業を進めているが、令和７年度をもって「彦根

市公共下水道事業・第６期経営計画」の計画期間が終了することから、これらを一本化し、

令和８年度から１７年度までを計画期間とする「彦根市公共下水道事業・第７期経営計画」

の策定を進めることとした。

　

また、「彦根市公共下水道事業・第７期経営計画」 の策定にあたっては、 経営の安定性を

確保するため、下水道使用料の見直しも重要な課題の一つと位置づけており、令和５年８月

２

　

日には、 本審議会の前身である彦根市公共下水道事業審議会から 「令和 ８ 年度を目途に

１０％程度の使用料改定を実施する方針で経営戦略を策定されたい」 との答申があった。

　

この答申を踏まえ、使用料改定の妥当性や影響についても、あわせて様々な観点から慎重



に検討を行い、下水道事業の持続可能性を確保するための中長期的な視点に立って、現状の

課題や今後の見通しに対する具体的な対応策の必要性について議論を深めた。

２

　

彦根市公共下水道事業・第７期経営計画について

本市の下水道事業は、 平成３年度に公共下水道事業、平成１２年度に特定環境保全公共下

水道事業の供用を開始し、 これまで市民生活の衛生環境の向上や公共用水域の水質保全に

寄与してきたが、近年は人口減少や節水志向の定着に伴う有収水量の減少により、使用料収

入の減少が見込まれている。

一方で、下水道未普及地域の解消促進、施設の老朽化に伴う更新需要の増加や物価高騰・

人件費上昇などにより、下水道事業経営は厳しさを増しており、将来にわたって持続可能な

経営を実現するためには、 計画的かつ効率的な事業運営が求められる。

　

こうした状況を踏まえて示された「彦根市公共下水道事業・第７期経営計画（令和８年度

～令和１７年度） 素案」 では、 今後の収支見通しや投資計画、 財源確保の方策などが体系的

に示されており、 限られた財源の中で安定的かつ効率的に事業を運営するための下水道使

用料の改定を含めた現実的な方策が盛り込まれている。

　

これらの内容は、事業を取り巻く厳しい経営環境を踏まえたうえで、持続可能な下水道事

業経営を実現するための方向性として妥当であり、 適切なものであるといえる。

３ 使用料改定について

　

下水道事業の健全な運営を維持するためには、計画的な施設更新の実施と、それを支える

安定した財源の確保が不可欠である。

　

令和５年８月に本審議会の前身である彦根市公共下水道事業審議会から示された「令和８

年度を目途に１０％程度の使用料改定を実施すべき」との答申を踏まえ、「彦根市公共下水道

事業・第７期経営計画 （令和８年度～令和１７年度） 素案」 の策定にあたっては、 令和８年

４月からの下水道使用料約１０％の改定について検討を行った。その結果、下水道使用料を下

表のとおり改定することが妥当であると判断した。

　

なお、使用料の改定にあたっては、市民に対し丁寧でわかりやすい説明を行い、理解と協

力を得るよう努める必要がある。

　

また、第７期経営計画の進捗状況については、定期的な評価と公表を行い、必要に応じて

計画の見直しを行うことが望まれる。



◆彦根市下水道使用料改定案 （１か月あたり）

単位：円（税抜き）

区分
基本料金

（新）

　　　

（旧）

超過料金 （１１ｄあたり）

　　　　　

（新）

　　　　　

（旧）（新） （旧） （新） （旧）

一般排水
１ｏｍ３

まで
１，４８０円 １，２８０円

１０Ｉｄを超え３０Ｉｄまで １５０円 １４０円

３０ボを超え５０Ｉｄまで １６０円 １５０円

５０ボを超え１００Ｉｄまで １７０円 １６０円

１００１ｄを超える分 １８０円 １７０円

特定排水
１ｏｍ３

まで
１，４８０円 １，２８０円

１０１ｄを超え７５０ボまで 一般排水と同じ 一般排水と同じ

７５０１ｄを超える分 ２４０円 ２２７円

公衆浴場

排水

３００ｍ３

まで
１０，４８０円 ９，５２０円 ３００ボを超える分 ８０円 ７２円

※使用料の額は、 基本料金と超過料金との合計額に消費税等の額を加算した額となります。


